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関係法令抜粋 

 

１ 環境基本法（平成５年１１月１９日法律第９１号） 抜粋 

第３節 環境基準 

第１６条 政府は、大気の汚染、水質の汚濁、土壌の汚染及び騒音に係る環境上の条件について、そ

れぞれ、人の健康を保護し、及び生活環境を保全する上で維持されることが望ましい基準を定める

ものとする。 

２ 前項の基準が、二以上の類型を設け、かつ、それぞれの類型を当てはめる地域又は水域を指定す

べきものとして定められる場合には、その地域又は水域の指定に関する事務は、二以上の都道府県

の区域にわたる地域又は水域であって政令で定めるものにあっては政府が、それ以外の地域又は水

域にあってはその地域又は水域が属する都道府県の知事が、それぞれ行うものとする。 

 

２ 水生生物の保全に係る水質環境基準  

平成１５年１１月に「水生生物の保全に係る水質環境基準」が、新たに環境基本法第１６条第１項

に基づく「生活環境の保全に関する環境基準」として位置付けられ、類型ごとに基準が定められた。 

 

表  河川及び湖沼に関する水生生物の保全に係る水質環境基準 

項目 

類型 
水生生物の生息状況の適応性 

基準値 
該当水域 

全亜鉛 

生物Ａ 

 

イワナ、サケマス等比較的低温域を好む水生

生物及びこれらの餌生物が生息する水域 

0.03mg/L以下 第１の2の

(2)※により

水域類型ご

とに指定す

る水域 

 

生物特Ａ 

 

生物Ａの水域のうち、生物Ａの欄に掲げる水

生生物の産卵場（繁殖場）又は幼稚仔の生育

場として特に保全が必要な水域 

0.03mg/L 以下 

生物Ｂ 

 

コイ、フナ等比較的高温域を好む水生生物及

びこれらの餌生物が生息する水域 

0.03mg/L 以下 

生物特Ｂ 生物Ｂの水域のうち、生物Ｂの欄に掲げる水

生生物の産卵場（繁殖場）又は幼稚仔の生育

場として特に保全が必要な水域 

0.03mg/L 以下 

  ※「水質汚濁に係る環境基準について」（昭和４６年環境庁告示第５９号）の第１の 2 の(2)を示す。 
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